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『認識と反省性』正誤表 

磯 直樹 

 

＊第２刷の際に、誤植を修正しました。なお、誤植ではないものの、表現を改めた方がいいと判断 

した箇所につきましても修正を行いました。議論の内容および論旨に関わる変更は全くありません。 

 

ページ数 行 該当箇所 訂正後 備考 

7 9 である   削除 

12 6 減っていた 減っていった   

12 9 本書は 本書には   

12 後ろから７ ブルデューの ブルデューと   

15 後ろから６ コルク マルク   

18 2 反省性論論 反省性論   

18 後ろから５ 再帰的近代化論 再帰的近代化   

19 後ろから４ 最後に第三 第三   

21 10 フランス文学やフランス

哲学の専門家に偏っ

てきた 

フランス文学やフラン

ス哲学に偏っている 

  

21 11 そうした分野の専門家

に 

そうした分野の専門家

が 

  

26 1 ニューヨークでの研究

活動を経て、主にドイ

ツで活動していた社会

学者である。 

ルックマンは，ニューヨ

ークでの研究活動を経

て、主にドイツで活動し

ていた社会学者であ

る。 

  

26 後ろから４ 避けている 避けられている   

31 1 恣意 思惟   

31 7 文節 分節   

33 後ろから９ 『 実 体 概 念 と 関 数概

念』の議論を乗り越え

ていくものであり、前者

の単なる延長線上にあ

るのではないし、もちろ

ん単なる補完物でもな

い」 

同書は『実体概念と関

数概念』の「議論を乗り

越えていくもの」であ

り、「前者の単なる延長

線上にあるのではない

し、もちろん単なる補

完物でもない」 

開 き 括 弧

が 抜 け て

いる 
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33 後ろから７       

39 後ろから８ 『客観性論文』におい

てはいまだ「価値関係」

とは「価値自由」などと

いった（リッカートら）西

南学派の概念を中心

にして彼の思考は展開

していたが、それ以降

の論文になると西南学

派に属さない、ヴェー

バー独自の思想的刻

印をもった新しい概念

が次から次へと打ち出

されていくからである

（ 向 井  一 九 九 七 ：

五）。また、リッカートが

哲学者であったのに対

し、ヴェーバーは経験

的社会科学者であり、

自分の経験的研究にと

って必要とする限りに

おいて、副業的に哲学

の研究に携わったに過

ぎなかった（向井 一九

九七：八）。 

「『客観性論文』におい

て は い ま だ 「 価 値 関

係」とは「価値自由」な

どといった［リッカート

ら］西南学派の概念を

中心にして彼の思考は

展開していた」が、「そ

れ以降の論文になると

西南学派に属さない、

ヴェーバー独自の思

想的刻印をもった新し

い概念が次から次へと

打ち出されていく」から

である（向井  一九九

七：五）。また、リッカー

トが哲学者であったの

に対し、ヴェーバーは

「経験的社会科学者で

あり、自分の経験的研

究にとって必要とする

限りにおいて、副業的

に哲学の研究に携わ

ったに過ぎなかった」

（ 向 井  一 九 九 七 ：

八）。 

括弧 

40 3 日整合性 非整合性   

40 6 ヴェーバーの科学論と

方法論は 

ヴェーバーの科学論と

方法論を 

  

40 8 「...用いられる」 「...使用される」   

40 後ろから８ これにもとづいて精神

科学の方法を「追体験

的理解」のうちに求め

るディルタイへと接近し

ていくのである 

「これにもとづいて精神

科学の方法を「追体験

的理解」のうちに求め

るディルタイへと接近し

ていく」のである 

括弧 
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40 後ろから７ ヴェーバーは、「人間

の因果的欲望は人間

の行為を対象にする社

会科学において自然

科学が絶対的に与える

ことができない「質的に

異なった種類の満足」

を見出すとし、そしてこ

れを与えるのは「解明」

＝「理解」（ウェーバー

は理解も解釈もカテゴ

リーの下に包摂する）」

である 

ヴェーバーは、「人間

の因果的欲望は人間

の行為を対象にする社

会科学において自然

科学が絶対的に与え

ることができない「質的

に異なった種類の満

足」を見出す」とし、「そ

してこれを与えるのは

「解明」＝「理解」（ウェ

ーバーは理解も解釈も

カテゴリーの下に包摂

する）」とする 

  

43 後ろから３ 「...をえない」、ことであ

る。 

「...をえない」ことであ

る。 

  

48 4     冒 頭 に 一

文 字 分 の

スペース 

50 後ろから７ コイレがどこまでレヴィ

ナスらの訳稿に手を入

れたのかは分からない

ものの、 

  こ の 部 分

を 切 り 取

り、２行前

の「彼はゲ

ッティンゲ

ン 大 学 で

フッサール

に」で始ま

る 文 の 最

初に挿入 

50 後ろから７ "théorie de la 

connaissance" 

ところで、"théorie de la 

connaissance" 

「 と こ ろ

で、」 を挿

入 

59 8 社会科学一般とは考え

られない 

社会科学一般とは明

確に分けられない 

  

59 後ろから２ これとは これは   

60 11 クラスの議論 ワラスの議論   

93 5 理論家 理論化   
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103 8 本書 同書   

106 3 アングロサクソン流に アングロサクソン流の   

106 4 フーコーはカントに フーコーはカントの   

107 14 受けた 受けて   

107 16 ヤーコブソン ヤコブソン   

109 2 シュールレアリズム シュールレアリスム   

109 後ろから９ 構造主義の交流 構造主義の興隆   

116 6 また、本節の冒頭で引

用したように、ブルデュ

ーは当時のフランス社

会学の世界を閉鎖的

で、世代交代が進みつ

つあると認識していた。 

また、ブルデューは当

時のフランス社会学の

世界を閉鎖的であるも

のの、世代交代が進み

つつあると認識してい

た。 

  

117 8 アロンの社会学思想は

六つの主題を扱ってい

る 

アロンの社会学思想は

五つの主題を扱ってい

る 

  

118 後ろから１ アロンの数年後半であ

った 

アロンの数年後輩であ

った 

  

123 後ろから９ «Le monde patronal» « Le monde patronal » 半 角 ス ペ

ー ス を 入

れる。 

126 4 セイブル セイベル   

126 8 半面 反面   

127 3 第一期は、一九六〇

年代から一九七〇年

代初頭であり、「伝統

的な統計学」に依拠し

ていた時期である。こ

の時期の彼の量的研

究は分割表とカイ二乗

検定を用いたものが中

心である。第二期は一

九七〇年代半ばであ

り、六〇年代までフラン

スで主流であった「伝

統的」統計学に疑問を

第一期は、一九六〇

年代から一九七〇年

代初頭であり、この時

期の彼の量的研究は

分割表とカイ二乗検定

を用いたものが中心で

ある。第二期は一九七

〇年代半ばであり、回

帰分析などの「伝統的

な」統計学に疑問を持

つようになり，対応分析

および多重対応分析

を用いるようになる。第
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持つようになる。第三

期は一九七〇年代末

以降であり、これ以降

は多重対応分析を用

いるようになる。 

三期は一九七〇年代

末以降であり、これ以

降は専ら多重対応分

析を用いている。 

127 後ろから７ 社会学的探求 社会学的探究   

128 11 こ の 統計 手法 は 、 ... 

一九六〇年代に発展

され 

こ の統計手法 は、 ... 

一九六〇年代以降に

発展され 

  

128 後ろから４ 彼と共同作業していた

ら 

彼と共同で統計分析を

続けていたら 

  

129 1 ポイント 点   

129 1 個体のクラウド 個体のクラウド（雲）   

129 後ろから６ ル・ルーとルアネは述

べていないが 

ル・ルーとルアネは自

らの見解としては述べ

ていないが 

  

129 後ろから７ ほぼ同じであり、 ほぼ同じである。   

130 6 （Lebaron 2010: 102） （ Lebaron 2010: 102; 

Bourdieu et al. 

1991b=1994: 476） 

  

130 7 『 実 体 概 念 と 関 係概

念』 

『 実体 概念 と関 数概

念』 

  

130 後ろから１ 幾何学的データ解析 幾何学的データ分析   

132 6 全く別の何者 全く別の何物   

136 5 残っている 残している   

143 2 昔のベルベル 今日のベルベル   

144 4 中和か 中和化   

153 ３～11 対象と向き合う際に～   こ の 段 落

は 磯 の 文

なので、一

字 下 げ な

い。 
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159 6 過渡期の基礎概念 基礎概念の形成と展

開 

  

161 5 志向（protension） 未来予持（protention）   

161 後ろから３～２ 過去把持（protension） 未来予持（protention）   

167 7 両者媒介 両者を媒介   

178 4 利益 利得   

185 後ろから８ バーンステイン バーンスタイン   

190 5 次章で改めて考察する

が 

前章で扱ったが   

197 1 用いて 用いられて   

198 4 いなが いないが   

198 後ろから５ 本章 本節   

201 後ろから６ 一次的認識である 認識である   

209 12 探求 探究   

209 14 剥奪 多寡   

211 後ろから８ 行為者間の、もしくは

機関。制度 

行為者間ないしは機

関・制度 

  

213 7～８ …切り離せなくってい

く。 

…切り離せなくってい

く。これらが結びつくの

は、関係論的思考を体

現する上で必要なこと

である。 

以 下 の 箇

所 で 行 が

ず れ る た

め 、 調 整

の た め に

追記。 

213 後ろから 4 それらの分布がまさしく

界の構造をなしている

ような物質化された、あ

るいは身体化された生

産手段や再生産手段

に対する権力、それら

の分布がまさしく界の

構造をなしているような

物質化された、あるい

は身体化された生産手

段や再生産手段に対

する権力、 

それらの分布がまさし

く界の構造をなしてい

るような物質化された、

あるいは身体化された

生産手段や再生産手

段に対する権力、 

まったく同

じフレーズ

が 2 回使

わ れ て い

る。行がず

れてしまう

ので、調整

が必要。 
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219 後ろから４ 哲学的生産の界の中

でその哲学者に割り当

てられる立場と、 

  同 じ 表 現

が繰り返さ

れ て い る

ので削除。 

222 9 規則で 規則的で   

224 後ろから１ ならない、 ならない。   

230 1 ベレルソンン べレルソン   

233 9 指摘した． 指摘した。   

234 6 界の境界の存在は理

論的に明確に規定さ

れている一方で、それ

は単純に演繹できるも

のではない経験的研

究（調査研究と歴史研

究を含む）とセットで、

初めて理論化できるよ

うに考えられている。 

界の境界の存在は理

論的に明確に規定さ

れている一方で、それ

は単純に演繹できるも

のではない。経験的研

究（調査研究と歴史研

究を含む）とセットで、

初めて理論化できるよ

うに考えられている。 

  

236 後ろから５ 作り上げられる 作り上げる   

239 後ろから５ という綴りは という語は   

239 後ろから３ クロスリーは クロスリーは、   

241 11 理解する上でも 理解する上で   

246 後ろから６ 内在的新体性 内在的身体性   

250 2 本節 前節   

255 後ろから９ 「 権 力 界 と 支 配 の 分

業」～ 

  この文から

始 ま る 文

を、前の段

落 に 統

合。 

264 1 化のように かのように   

274 後ろから 5 Bourdieu 2001a Bourdieu 1983b   

277 7～８ 行っている分類によっ

て、 

行っている分類、   

283 2 社会空間は、行為者た

ちは諸集団が 

社会空間は、行為者た

ちや諸集団が 
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283 後ろから３ 位置の集合の各々に

たいして、（あるいは趣

味）の集合 

位置の集合の各々に

たいして、それらの各

集合に対応する存在

状態に結びついた社

会的条件付けの産物

であるハビトゥス（ある

いは趣味）の集合 

  

284 後ろから２ 社会的世界 社会世界   

284 後ろから２ 包み込んでいる 包み込んでいます   

285 3～７     こ の 部 分

は ブ ル デ

ュ ー で は

なく磯の文

章なので、

文 字 を 下

げない。 

285 7 で あ る 。 （ Bourdieu 

1979a＝1990-II: 341） 

で あ る （ Bourdieu 

1979a=1990-II: 341）。 

  

285 3 観点 観点（point de vue）   

290 6 十分のできる 十分にできる   

290 9 後半 広範   

293 後ろから８ 侵犯という美学の辿り

着くものです。 

侵犯という美学に辿り

着くものです。 

  

294 9 一九六六年の初版が

公 刊 さ れ た 『 美 術 愛

好』 

一九六六年に初版が

公 刊 さ れ た 『 美 術愛

好』 

  

294 9 探求 探究   

298 後ろから１ 建前に 建前の   

299 後ろから４ 経験的的 経験的   

301 後ろから４ 前章 前節   

302 1 前章まで 本章のこれまで   

309 10 職人、職人 職人   

310 後ろから５ 「民衆＝人民」 「人民＝民衆」   

316 後ろから８ 文化生産界のへの所

属 

文化生産界への所属   
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322 註 17 言語 原語   

328 2 切断 断絶   

328 3 一時的認識 知識   

333 後ろから９ その概念も どの概念も   

339 後ろから３ リンチがブルデューの

エスノメソドロジーを誤

解していると批判 

ブルデューはエスノメ

ソドロジーを誤解して

いるとリンチが批判 

  

349 3 言語 原語   

359 7 中範囲の理論に 中範囲の理論が   

362 10 もっともう もっとも   

364 1 それゆえ このような問題関心か

ら 

  

365 後ろから５ 「ANT を日常 アクターネットワーク理

論（ANT）を「日常 

  

367 後ろから５ 対してして『社会的説

明』 

対して「社会的説明」 小 括 弧

に。 

368 2 『社会』という言葉 「社会」という言葉 

368 後ろから１ 『 社会的』 な い し『 社

会』 

「 社会的」 ない し「社

会」 

369 1 『説明』 「説明」 

369 4 『社会的要因』 「社会的要因」 

369 5 『社会の科学』 「社会の科学」 

369 6 『文脈のなかに』 「文脈のなかに」 

369 6 『社会』 「社会」 

374 11 認識対象よりよく 認識対象をよりよく   

381 2 にと と   

382 後ろから４ 本書の第一章 本書の第１章   

385～387   EHESS（横書き） EHESS 全 角 で 縦

書 き に 変

更。 

386 後ろから７ ゼミ 授業   

392 13 無くして なくして   

 

 


